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ジ ョンソンの用 例 につ い て

語学観と文学観の関連から

三 好 楠二郎

※本稿は2009年10月13日 に上智大学で開催された 「サウンディングズ英語英

文学会第60回 研究発表会」のSamuelJohnsonに 関す るシンポジウムにおける

基調発表のひとつに若干の加筆を施 したものである。

1.は じめに

古来,SamuelJohnsonのADictionaryoftheEnglishLanguage(以 下,『 辞典』)

(1755)は,「 語学辞典」 であ ると共 に 「文学辞典」 と見 られて来 ま した。そ う

で あれば,彼 の語学観 と文学観 は,『 辞典 』にお いて,い かに融合 したの か。

また,規 範的 な語学意識 と文学的趣 向が拮抗 ・対立す る場合,彼 は,ど の よう

に対応 したのか。私の発表 では,『 辞典』 のひ とつの側面 として,Johnsonが,

語 学者 としての 自身 をベース に,広 範 な文学的素養 を援用 して,用 例 を配当 し

たケ ースの一端 を概観 したい と思い ます。扱 う対象 は,『 辞典』 中,取 り分 け

豊富 な用例が含 まれ る頻用動詞 と前置詞の項 目,そ して前置詞 に関係 す る副項

目とな ります。多少先走 りにな りますが,頻 用動詞の項 目で は意味概 念 に,前

置詞の項 目 ・副項 目で は用法面 に主眼が置かれてい るように見 られ ます。

本題 に入 る前 に,総 体 的な観 点か ら 『辞典』の五か ら始 まる語彙項 目をサ ン

プルと して,Johnsonの 用 例引用 の傾 向 を概観 してお きたい と思 い ます。 資料

1に 記 しました通 り,こ の項 目の数は1,310。 そ こに配 当された用例 は,総 数
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4,047。1項 目あた り,平 均3.1の 用 例が配当 されてい る計算 にな ります。

資 料1

Scope-一 一1,310entriesintheL's.(164sources)

Johnsonallocated4,047citationsinthel,310entriesfroml64sources:3.1citations

perentry・

意外 と少ない印象があ りますが,そ れら用例の出典は,主 に作家別 に見 て

164。その出典を高頻度順に20位 まで配列すると,資 料2の ようになります。

資 料2

1.Shakespeare640(15.890);2.Dryden480(ll.9%);3,Bible270(6!7%);4.Milton

165(4.1%);5.Baconl63(4.090);6.Addison161(4.090);7.Pope156(3.9%);8.

Locke133(3.3%);9.Spenserl30(3.290);10.Swiftll4(2.890);ll.Arbuthnot65

(1.6%);12.Prior60(1.5%);13.Hooker58(1.4%);14.Sidney57(1.4%);15.

L'Estrange53(1。3%);16.South48(1.2%);17.Brown42(1.0%);18.Boyle40

(1.0%);19.Atterbury31(O.890);20.Mortimer29(0.7%).

それぞれか らの用 例の数値 と全体 における割合 を付 しました。取 り分け引用頻

度の高 い出典 につい て確 認 させ て頂 くと,1位Shakespeare・2位Dryden・3

位Bibleと な ります。

なお,Lの 項 目とい えば,『 辞典』総体 の項 目の約3-4%。 全 体 の傾 向 を反

映 したサ ンプル とす るには,不 充分 に思 えるか もしれ ません。 しか し,過 去 に

於い て,LewisFreedと い う人が,2巻 か ら成 るJohnsonの 『辞典』 の第1巻 で

500回 以 上 の引用が施 されてい る出典 を調査 してそ の数値 を,ま たAllenRead

と い う人が 『辞 典』 のMか ら始 めて10,000の 用 例 を調査 してそ の百分 率 を,

そ れぞれ に,頻 度の高い ものか ら,資 料3に 引用 した ように示 してい ます。
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資 料3

Stenberg(1944:203):"Shakespeare,8694;Dryden,5627;Milton,2733;Bacon,2483;

Addison,2439;Pope,2108;Swift,1761;Locke,1674;Spenser,1546;Hooker,1216;

South,1092;Browne,1070;ATbuthnot,1029;Sidney,762;Prior,706;L'Estrange,654;

Boyle,592;Watts,509.[_]OldTestament,1448;1>ewTestament,508;Aρocrypha,

267:atotalof2223.'"

Reed(1986:37):"Shakespearel7.2,DrydenlO.0,Bacon4.6,Milton4.5,theBible

4.5,Addison3.8-4.3,Pope3.1,Spenser2.8,Swift2ユ,andSidneyl.5."

いま申しましたLの 項目の調査結果は,こ れら2つ の調査結果とほぼ同 じとな

りますので,そ れに基づいて も,格 別に大 きな問題はない ものとして論述を進

めさせて頂きます。

2.頻 用動詞の項目における用例

それでは,以 上を前提に,先 ず,『辞典』の頻用動詞の項 目に見 られる用例

の観察に入らせて頂きます。調査対象は,資 料4に 示しました動詞に関係する

項目28。

資 料4

Scope-一 一28entriesonverbsofhighfrequency:bear(v.a.♪,bear`v.n.♪,break(v.aJ,

break伽 ・,,co副v.a.,,・ast(v.η.,,c・ 鷹rv.a.ノ,fall(v.n.♪,fa〃rv.a.,,8θ'rv.a.,,get(v.η.,,

8ん 小 ・.ノ,gi・ ・伽.,,8・(・.・ 加 ・k・(・.・.),m・k・(吻,P・t(・.・ 」,卿 伽 ノ,・帥.a.),

set(v・n・ ノ,run(v.n.,,run(v.o.ノ,take(v.a.♪,take伽.,,throw(v.o.♪,throw(v.n.,,turn

(v.a.,andturn(v.n.ノ.

Johnsonallocated1,551sub-entriesinthe28entries:19.7sub-entriesperentry.

Johnsonallocated1,496citationsinthe28entriesfrom101sources:53.4citations

perentry。

1(1).Bible249(16.6%):2(2).Dryden183(12.2%):3(3).Shakespeare165
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(11.0%).

これ は,Johnson自 身 が 『辞典』 の 「序文」 中第45パ ラグラ フで列挙 した頻

用動 詞の 諸例 です。 略号"v.a."と"v.n."は,"verbactive"・"verbneuter"を

表 示 し,各 々,他 動詞 と自動詞に相 当 します。

さて,『辞典』の頻用動詞 の項 目を観察す る際,最 初 に認識すべ き事柄 と して,

これ らの動詞が列挙 されてい る 「序文」の第45パ ラグラフで,Johnsonは,『 辞

典』 にお ける頻用動詞の扱い について,自 らの苦渋 を語 ってい ます。資料の5

と6で,そ の発言か ら2か 所 を取 りだ しま した。

資 料5

Johnson(1755:par.45inthe"Preface"totheDictionary):"Mylabourhas_.been

muchincreasedbyaclassofverbstoofrequentintheEn81ishlanguage,ofwhichthe

significationissolooseandgeneral,theusesovagueandindeterminate[_]."

資 料6

Johnson(1755:par.45inthe``Preface"totheDictionary):"lfofthesethewholepower

isnotaccuratelydelivered,itmustberemembered,thatwhileourlanguageisyet

living,andvariablebythecapriceofeveryonethatspeaksit,thesewordsarehourly

shiftingtheirrelations,andcannomorebeascertainedinadictionary,thanagrove,in

theagitationofastorm,canbeaccuratelydelineatedfromitspictureinthewater."

先ず,5に 関連 して,Johnsonは,頻 用動詞 につ いて,「 意味が非常 に漠然 と

し,用 法 は曖昧 で定 めが たい」 と述べ ています。そ して6。Johnsonは,『 辞典』

の使用者 に向けて,「 当該の動詞 の扱 いで 自身の力が 及ば ない場 合,そ れは,

そ れ らの動 詞が,今 なお時々刻 々 と意味概念 を変 えているこ とに よるため」 と

い う旨の 「断わ り」 をしてい ます。

実際,『 辞 典』本体 の関係 す る項 目を開 きます と,資 料7に 引用 したbearや



ジ ョ ンソ ンの用 例 につ い て161

goの 定義が見 られます。

資 料7

Johnson(Dictionaりy):ToBEAR.v.a.1,

ThisisawordusedwithsuchIatitude,thatitisnoteasilyexplained.

Johnson(Dictionary):ToGO.v.n.68.

Thesensesofthiswordareveryindistinct:itsgeneralnotionismotionorprogress.

こ こでbearは 「余 りに も広 い意味 で使 用 されるた め,容 易 に説 明で きない」,

goに つ い ては 「この語 の意味 は非 常 に定 め難い。 お よその概念 は動 きや進捗

である」等 とされています。

しか し,同 時に,Johnsonは,こ の ような 「一種 の敗北 の吐露」 と言え るな

らば,そ れを,い わば 「戦 わず してな し」 た訳 ではあ りませ んで した。再 び資

料 の4を ご覧願い ます と,そ こに,調 査 の対象 とした28の 項 目に関す る副項

目の数 と用例の数 を示 させ て頂いてい ます。 なお,調 査の純粋性 を保つ 目的か

ら,そ れぞれの項 目にお ける成句 に関係す る副項 目は,一 切,除 外 してい るこ

とをご了承願い ます。

その上 で,Johnsonは,該 当す る28の 項 目に,総 計1,551の 副 項 目を与 え ま

した。 こう した数値 を見 る時,Johnsonが,執 拗 な まで に頻用 動詞 に取 り組ん

で きた経緯 の一端が覗 えるのではないで しょうか。 そ して,該 当す る項 目に見

られる用 例 は,1,496。1項 目あた り53.4と な ります。 これ は,『 辞典』全体の

傾 向を示す とさせ て頂 いたLの 項 目の場合 における3.1の17.2倍 に相当 します。

その上で,あ とひ とつの観点か ら注 目すべ きは,頻 用動 詞の項 目に於 いて,

か くまで も,Lの 項 目を彩 し く上 回 る用例 を配 当 しなが ら,Johnsonが,そ の

出典 につ いては,逆 に,Lの 項 目の場合 よ りも狭 めてい る事実 です。Lの 項 目

の場合,出 典 数 は164で した。 頻用 動 詞 の項 目の場 合 は,そ れ を63下 回 る

101。 す なわ ち,Johnsonは,頻 用動 詞の項 目に於いては,引 用すべ き出典 に一

定 の制 限を設 け,そ の制 限の もとに,膨 大 な用例 を配当 した ことにな ります。
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で は,制 限 された出典 とは,い かなる ものであったのか。 その点 を考 える上

で,頻 用動 詞 の項 目で,そ れ ぞれ に1・2・3位 を 占め るBible・Dryden・

Shakespeareか らの用例の合計 と,Lの 部 におけるそれ らの合計 につ いて,数 値

上の比較 を試み ると,先 ず,頻 用動詞 の項 目の場合 には597で 全 体の用例 の中

で 占める割合 は40.0%で す 。Lの 部の場合 には,調 査範 囲が広 い以上,自 然,

3種 の 合計 は,頻 用動 詞の場合 よりも多 く1,390と な りますが,全 体 の中で は

34%し か 占めていませ ん。す なわち,こ の数値 は,頻 用動詞の項 目で は,比 率

上,『 辞典』全体 の傾 向 と比較 して,聖 書 と共 にDryden・Shakespeare等 の 文章

が群 を抜 いて多 くなっているこ とを示 してい るこ とにな ります。

ここで,以 上 に述べ させ て頂い た 『辞典』の頻用動詞 の項 目にお ける全体の

傾 向性 につ いて まとめ ます と,始 め に見 た,Johnsonが 苦 渋 と共 に 「当該の動

詞 の意味 は,時 々刻 々 と変化 している」 と認 め,基 本 的に,そ の歴史認識 に対

応 した姿勢 を取 った事実 は,彼 が,規 範性 よ りも,む しろ,そ の対極 にある記

述性 に重 きを置 いたこ とを意味 している と言 って良 いのではないで しょうか。

その一 方,こ の記述 性 は,突 飛 な引 き合 いに なる とは思 い ます が,例 え ば

Webster3版 に見 られる ごと き記述性 等 とは,一 線 を画す る ものであ った。 そ

れは,頻 用動 詞の項 目で選択 された用 例が,Lの 部 の場合 と比較 して制限 され

た出典か らの もので あった点 に伺 えます。 この ように見 る時,や や荒削 りな表

現 にな りますが,い わば,『 辞典 』の頻用動詞 の項 目にお ける用例 は,聖 書お

よびJohnsonが 首 肯す る文 学作 品 に見 られ る該 当 の動詞 につ い て,記 述 的 に

扱 った もの そのよ うな見方が可能 になる と思 われ ます。

3.前 置詞の項 目における用例

次 に,Johnsonは,前 置詞 をいか に扱 ったか。 この点につい て,始 めに資料

8を ご覧 ください。

資 料8

Scope-一 一19entriesonprepositions:about,afrer,at,before,below,by,down,ノ70m,ノiOr,
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in,into,of,off,on,over,throu8h,to,uponandwith.

Johnsonallocated257sub-entriesinthelgentries:13.5sub-entriesperentry .

Johnsonallocated618citationsintotalinthe19entriesfrom83sources:32 .5

cltatlonsperentry.

1(1).Dryden114(18.4%):2(2).Shakespeare89(14.4%):3(22).Bible6

(1,0%)

頻用動詞の場合 と異な り,前 置詞について,Johnsonは 具体例 を挙げていませ

ん。そこで,調 査する項目の選択は,調 査者に委ねられることにな ります。私

としては,こ こに列挙 した19の 前置詞に関連する項 目を選択 しました。なお,

頻用動詞の項 目の場合 と同じく,以 下,成 句に関係する副項 目を含まない前提

での論述 となります。

前置詞の扱いについて,Johnsonの 回顧は,頻 用動詞の場合と大 きく異 なり

ます。資料には,や はり,関 連する 「序文」の箇所を,分 割 して抜粋致しまし

た。9と10で す。

資 料9

Johnson(1755:par.46inthe"Preface"totheDictionaりy):"Theparticlesareamongall

nationsappliedwithsogreatlatitude
,thattheyarenoteasilyreducibleunderany

regularschemeofexplication:thisdif丘cultyisnotless
,norperhapsgreater,inEnglish,

thaninotherlanguages."

資 料10

Johnson(1755:par.46inthe"Preface"totheDictionary):"Ihavelabouredthemwith

diligence,Ihopewithsuccess;suchatleastascanbeexpectedinatask
,whichnoman,

howeverlearnedorsagacious,hasyetbeenabletoperfb㎜ ."

先ず,9。 前置 詞 を含 む小 詞 また は不 変化詞 について,Johnsonは,こ の種 の
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語 を,「 甚 だ広範 囲に用 い られ,通 常 の処理方法 で扱 える もの ではない」 とし

ています。 ここまでは,頻 用動詞 の場合 と同 じ論調です。 しか し,こ れ に続 く

10。 この箇所 は,苦 渋 の吐露 に終始 した頻用動詞の場合 と鮮やか な対比 を示 し

てい ます。す なわち,「 自分 は,誰 人 とい え ども,到 底,な し得 ないであろ う

結 果を もた らす こ とがで きた もの と思 う」 と。 自信 に横溢 したJohnsonの 発 言

です。

以上 の もと,再 度,資 料8を ご覧願 います と,前 置詞の項 目で調査対象 と致

しま した19の 項 目に配当 された用例 は,総 計618。1項 目あた り平均32.5と な

ります。 これは,Lの 項 目の場合 の3.1と 比 較 して10.5倍 と な り,頻 用動 詞の

場合 と同 じく,か な り多 い数値 と考 え られます。

しか しなが ら,前 置詞 の項 目に引用 された例文 の出典別頻度 を見 ると,そ こ

には,数 値 上,Lお よ び頻用動詞 の項 目には見 られ なか ったふたつの傾向が表

れています。 ひとつ は,聖 書か らの用例が,極 めて少ない こと。既 に見た通 り,

Lお よび頻用動詞の項 目で,聖 書 か らの用例 は,そ れぞれ,全 出典の中で,3

位 以上 を占めてい ま した。 ところが,前 置詞の項 目で は,全83の 出典 の中で,

実 に,22位 。 割合 で言 えば,全618の 用 例の中で6し か見 られず,詳 細 に及べ

ば,1%を も下 回るO.97%で す 。

あ とひ とつは,こ れ と逆 に,Drydenか らの用例が,突 出 している事 実です。

Lの 項 目の第1位 はShakespeareで,全 用例 の15.8%,頻 用 動詞の項 目の第1位

は聖書であ り,16.6%で した。 これ らに対 して,前 置詞の項 目で第1位 を占め

るDrydenか らの用例は,ほ ぼ2割 に近い18.4%。

この ような,多 数 に及ぶDrydenの 用 例 と,反 面,余 りに僅 少 な聖 書の用例

一 この格差 は
,い かなる理 由によって もた らされたのか。そ の問題 を考 える

時,先 ず,Drydenが,同 時代 の文人 たちの 問で,格 別 に前置詞 の用法 に注意

を払 った人であった事実が想起 されます。以下,こ の点 を巡 って,多 少の論述

を試 みさせ て頂 きたい と思 います。

時は1684年 。 この年,Drydenは,16年 前 に出版 され,批 評家 と しての彼の

名 を高めて いたDramaticPoesy『 劇 詩論』の再版 を刊 行 しま した。 その再版の
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主 眼 は,作 品 で用 い られ た前置 詞 の位 置 の修正 にあ りま した。具 体 的に は,

DramaticPoesyの 再 版 で,Drydenは,初 版で文 ・節 または句 の終 わ りに置 かれ

ていた前置詞 について,そ の総て を削除するか,ま たは位 置 を移動 させ たので

した。Drydenに よ る,こ の行為 につ いて,JanetBatelyと い う研 究者 が,優iれ

た論考 を残 してい ます。氏 は,DramaticPoesyの 初 版 と再版 で,ど の ように前

置詞 の位 置が変更 されたか を詳細 に例示 して い ます。 資料11は,そ の具体例

か ら,表 記法に若干の変更を加 えて,3つ ほ ど呈示 した ものです。

資 料11

FromBately(1964,269-270):1668-一 一`whomalltheStoryisbuiltupon';1684-一 一`on

whomalltheStoryisbuilt'/1668-一 一`suchArguments...asthefourthActof

Pompeywillfumishmewith';1684-一 一`asthosewithwhich...fumishme'/1668:一

一一`peopleyouspeakof';1684-一 一`peopleofwhomyouspeak'

ここで,Drydenが,ど の ように,文 ・節 ・句 の末尾 にあ った前置詞 を移動 さ

せたか,そ の概 要が推量 されるか と存 じます。

若干の付言 をすれば,「 前 置詞 は関係 する語の前 に置 かれるべ し」 とい う考

えは18世 紀で大勢 を制 していた ものであ り,こ の世紀 を風靡 した文法家Robert

Lowthも,資 料12に 示 させ て頂 いた ように,そ の旨を明記 しています。

資 料12

Lowth(1762:91):PREPOSITIONS,socalledbecausetheyarecommonlyputbefore

thewordstowhichtheyareapplied[...].

以上か ら垣 間見 られ るDramaticPoesyの 再 版 におけ るDrydenの 前 置詞の用法

が,Johnsonの 規 範意識 に合致 していたで あろ うことは,ふ たつの角度 か ら推

察 され得 ます。

ひとつ は,資 料13に 引 用 した 『辞典』 におけ る前置詞の項 目の内容。



166

資 料13

Johnson(Dictionary):PREPOSITION.n.s.

Ingra㎜ 飢,aparticlegovemingacase.

Aprepositionsignifiessomerelation,whichthethingsignifiedbythewordfbllowing

it,hastosomethinggoingbeforeinthediscourse;as,CesarcametoRome.Clarke's

Lat.Gram.

そ こに引用 された ラテ ン文典 の一節 には,前 置詞が 「『それに続 く』語 に よっ

て示 され る事物 との関係性 を示 す」 とあ り,こ の引用 がJohnsonの 意 図 を表示

して い る とす れ ば,原 則 と して,文 ・節 ・句 の末 尾 へ の前 置 詞 の配 置 は

Johnsonに よ って許諾 され ないことにな り,DramaticPoesyの 再 版 を境 として生

じたDrydenの 考 え と一致 します。 そ して,こ れ を補完す るもの として,資 料

14。 『辞典』のonの 項 目にお けるふ たつの副項 目ですが,い ずれ も,前 置詞が,

関係 する語 の前 に配置 されるべ く指示 をしてい ます。

資 料14

0N.ρ ㌍ ρ.2.

Itisputbefbreanythingthatisthesubjectofaction.

Th'unhappyhusband,husbandnownomore,

Didonhistunefulharphislossdeplore.Dりyden.

ON.prep.12.

Informsofdenunciationitisputbeforethethingthreatned.

Henceonthylife;thecaptivemaidismine,

Whomnotfbrpriceorpray'rsIwillresign.Dryden.

あ とひとつ は,補 足 にな りますが,Johnsonが 引 用 したDrydenの 作 品 との関

係 です。 当該 の前置詞 の項 目の調査範 囲で,Johnsonは,全114のDlydenの 用
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例 の 内,48に 作 品名 を記 してい ます。 それ ら48の 内,大 半 を 占め る32が,

Drydenの 前 置詞観 の確立 を物語 るDramaticPoesyが 再 版 された1684年 以 降 の

もの となっています。 その分布 は,資 料15に 示 させて頂いた通 りです。

資 料15

The32citationsfromDryden:1fromAlbionandAlbanius(1685),2fromDon

Sebastian,Kin8()fPortu8al(1690),2fromSatiresofDecimus/uniusJuvenalis(1693),

20fromWorks()fVirgil[...]TranslatedintoEnglishVerse(1697)and7fromFables
,

/lncientandル1∂dern(1700).

Johnsonは,文 学者 として は,Drydenの 作 品 を,,ほ ぼ全体 を通 して高 く評価

してお り,1779年 以 降Johnsonに よ って著 され たLivesofEnglishPoets『 詩 人伝』

の内 『ドライデ ン』の部 には,DramaticPoesy再 版 の1684年 を遡 る作 品につい

て も,資 料16に 引 用 させて頂い た通 り,数 々の賛辞が与 えられてい ます。

資 料16

Johnson(1779:247):"ItwasnottillthedeathofCromwell,in1658,thathe[Dryden]

becameapublickcandidateforfame,bypublishingHeroicStanzasonthelate、Lord

Protector;which,comparedwiththeversesofSpratandWalleronthesameoccasion,

weresufficienttoraisegreatexpectationsoftherisingpoet."

Johnson(1779:251):"[Annusルlirabilis(1667)]maybeesteemedoneofhis

[Dryden's]mostelaborateworks."

Johnson(1779:276):concerningAbsalomandAchit()phel(1681)一 一一``Thereisno

needtoenquirewhythoseverseswereread,which,toalltheattractionsofwit
,

elegance,andharrnony,addedtheco-operationofallthefactiouspassions
,andfilled

everymindwithtriumphorresentment."

1658年 にLordProtectorに 捧 げ ら れ た 一 詩 は,SpratやWallerが 同 年 代 で あ っ
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た 頃 の詩 よ りも優 れて いる とされ,1667年 の作 品AnnusMirabilisはDrydenの

生涯 で有 数の労作 とされ,そ して,1681年 のAhsalomandAchit・phelに 至 っては,

絶 賛 と言って良い評価が与 え られています。 しか し,作 品名が記 され たDryden

か ら の当該 の用例48の 中で,こ れ らの作 品か らの ものは,た だ の1つ も見 ら

れ ない とい う実情 があ ります。 もしも,残 る作 品名が付記 されていないDryden

の 用 例の中 に,こ れ ら3種 の作 品か らの ものが含 まれていなければ,前 置詞 の

項 目で,Johnsonは 文 学 的な秀逸性 と語 学的 な規 範意識 を対 峙 させ,終 局,前

者 を放榔 し,後 者 を選択 した可能性が濃厚 になるで しょう。

さて,前 置詞の項 目にお ける用例 について,あ とひとつ特異 な事実があ りま

した。 聖書か らの用例が ほぼ皆無 に等 しい とい う事実 です。 結論か ら言 えば,

こ れは,前 置詞の項 目の用 例 にJohnsonの 規 範的 な語学 意識が反映 してい るた

め と判断 して良い と思 われ ます。先ず,Johnsonは 聖 書 に どの よ うな呼称 を与

えているか。資料17の 下線 を施 させて頂いた部分 をご覧 くだ さい。

資 料17

Johnson(1755:par.62inthe``Preface"totheDictionary):``thelanguageoftheology

wereextractedfromHookerandthetranslationoftheBible;thetermsofnatural

knowledgefromBacon,thephrasesofpolicy,war,andnavigationfromRaleigh;the

dialectofpoetryandfictionfromSpenserandSidney,andthedictionofco㎜onlife

fromShakespeare[..■"(下 線 部 発 表 者)

『辞 典 』 の 「序 文 」 に 於 い て,Hooker・Bacon・Raleighな ど他 の い くつ か の 『辞

典 』 の 出 典 と共 に,Johnsonは,聖 書 を,こ う 呼 ん で い ま す"thetranslation

oftheBible"。 単 に"Bible"で は な い 。"EnglishBible"で も あ り ま せ ん 。彼 に と っ

て は,英 訳 聖 書 が,あ く ま で 翻 訳 で あ っ た こ と を 示 す 一 節 で す 。 そ の 上 で,資

料18。
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資 料18

Johnson(1755:par.90inthe``Preface"totheDictionary):``Nobookwasevertumed

fromonelanguageintoanother,withoutimpartingsomethingofitsnativeidiom;this

isthemostmischievousandcomprehensiveinnovation;singlewordsmayenterby

thousands,andthefabrickofthetonguecontinuethesame,butnewphraseology

changesmuchatonce;italtersnotthesinglestonesofthebuilding,buttheorderofthe

columns."

同 じく 『辞典』 の 「序文」か らの引用ですが,そ こには,翻 訳 なるものが,い

かに国語 の純粋 さを乱すかが,主 張 され ています。

Johnsonは,篤 き信 仰の人 であ った とされ ます。先 に見 た,一 面,言 語 変化

へ の認識が投影 されている とさせ て頂 いた頻用動詞 の項 目の用例の 中で は,聖

書 か ら最多 の引用 が なされてい ま した。 ここに も,Johnsonの 信 仰心 の表れ を

見 るこ とが可 能か もしれませ ん。 しか し,語 学 的な規範意識が濃厚 に働 いてい

る場 合,事 情 は異 な るようです。 こ こに,私 た ちの前 に,信 仰の人Johnsonと

は 区別 され る,規 範 的語 学者 と してのJohnsonの 姿 が,垣 間見 られる思 いがい

た します。

4.「 動詞 ・前置詞」・「形容詞 ・前置詞」の結合に引用 された用例

さて,英 語 における前置詞 の用法 と言 えば,あ とひとつ大 きなテーマが あ り

ます。 それは,い かなる動詞 または形容詞 に,い か なる前置詞が伴 われ るべ き

か,と い う問題 です。例 えば,「 何 かに対 して怒 る」 とい う意味 を持 つ表現 を

す る際,angryに 後 続 す る語 にはatとwithの い ずれが伴 うのか。そ れぞれ に正

しい とすれば,規 範 的には,ど のよ うな使 い分 けが なされるべ きか。そ う した

選択 の問題です。Johnsonも,『 辞典』の成立 を遡 る8年 前,こ の問題 に強 い関

心 を寄せ,1747年 に執筆 され た 『辞 典』の 「計 画書」 で,そ の一部 を資料19

に示 した ように述べ てい ます。
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資 料19

Johnson(1747:18-19):``wesay,accordingtothepresentmodesofspeech,thesoldier

diedofwounds,andthesailorperishedwithhunger[_1.[_]wemustremarkhow

thewritersofformerageshaveusedthesameword,andconsiderwhetherhecanbe

acquittedofimpropriety[_]."

全体 の趣 旨として,「 この種の表現の正用法が定め られ るべ し」 と。

やがて完成 した 『辞典』の 「序 文」 では,こ の問題 について触 れ られてはい

ませんが,『 辞典』本体 に於 いては,Johnsonは,濃 厚 に規範 的な態 度で,用 例

を駆使 しつつ彼 の語 法観 を論 じてい ます。 実は,こ の種 の問題 は18世 紀 の文

法家の間で大 きな論争 をもた らした ものであ り,当 該世紀 の英語思想 を扱 った

研 究書 と して は古 典 的名 著 と され るSterlingLeonardと い う人のDoctrineof

Correctne∬inEnglishUsage1700-1800に 於 いて,資 料20に 引用 した 「(18世 紀

に於いて は)前 置詞の用 法 に関す る規則 の確 立について,格 別の労苦 が払 われ

た」 旨の一文か ら始 まって相応 のペー ジ数 に渡って論 じられてい ます。

資 料20

Leonard(1962:112):``Anextraordinaryelaborationisdevotedtorulesonusesof

prepositions[_]"

ここでは,資 料21に 示 させて頂いた24の 関連表現を調査範囲 として,論 述

を進めさせて頂 くことに致 します。

資 料21

Scope-一 一24sub-entriesontheプiOllowin8eXpressions'abstainfrom,afraidof,an8nyソat/

1〃励,apologizeノ'or,applyto,arguewit〃againsち0吻 〃zed(～Lassociatewitん,averse

加 〃z〃o,believein/侃,capableof,commentUpon/on,co〃 脚 膨o/with,consciousto/of,

countupon,disgust/disgustedat/with/Lfrom,gladof/at/with,independenton/(～flLfrom,
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investin/with,madon/afte〃q伽 ろ 吻8α ∫0/againsちpreferabove/before〃0,proudof

andworthyof.

Johnsonallocated73citationsintotalintheirrelevant24sub-entriesfrom60sources:

3.Ocitationsperexpression.

1(1).Dryden17(23.3%):2(2).Shakespeare8(11.0%):3(3).Bible7(9。6%)

いずれ も 『辞典』で扱 われてい る表現 ですが,こ れ らの表現 の収 集につ きま

して は,い ま 申 し ま したLeonardの 著 書 と併 せ て,現 代 英語 の分 野 なが ら

RandolphQuirk他 に よる伝 統 文法 大成 の書 とも見 な されて い るcomprehensive

GrammaroftheEnglishLanguageを も参照 致 しま した。一応,こ れ ら24の 表 現

と関連す る副項 目におけ る用例 の合計 数は73。1表 現 あた りの平均 は3.0と な

ります。 出典 につ いて は,ほ ぼ無 作為 に選 んだ24の 表現 です が,そ の中で,

や は り,Drydenの 用 例が数値の面で突出 してい ることが注 目され ます。

以上 を前提 と して,Johnsonが 「動詞 ・前置詞」 と 「形容詞 ・前 置詞」 の結

合 について扱 う場合 の基本 ス タイルは,資 料22に 示 させて頂いた通 りです。

資 料22

ANGRY.α の.2.

Itseemsproperlytorequire,whentheobjectofangerismentioned,theparticleαt

befbreathing,andwithbeforeaperson;butthisisnotalwaysobserved.

YourCoriolanusisnotmuchmissed,butwithhisfriends;thecommonwealthdoth

stand,andsowoulddo,werehean8ryatit.Shakespeare'sCoriolanus.

Nowtherefbrebenotgrieved,noran8りywithyourselves,thatyesoldmehither:

forGoddidsendmebeforeyoutopreservelife.Gen.xlv.5.

Ithinkitavastpleasure,thatwhenevertwopeopleofmeritregardoneanother,so

manyscoundrelsenvyandarean8ryatthem.5w哲.

この例 は,angryの 第2副 項 目の 内容 であ り,該 当の形 容詞 につ いてatとwith
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の使 い分 けが論 じられている箇所 ですが,こ こに見 られる ように,Johnsonは,

通 常,最 初 に彼 の語法規範 を述べ,こ れ に続 けて関連す る用例 を引用 してい ま

す。例 文の 中で,Johnsonが,見 出 し語 と共 に,関 連す る前 置詞 をイ タリック

体 に している点 にご注 目ください。 ひ とつ の特徴 と思 われます。そ して,引 用

されている用例 は,必 ず しも彼 の語法規範 と一致す る ものではあ りませ ん。 こ

の副項 目に於 いては,Shakespeareお よび聖書 の用例 が 「正用法」の例 であ り,

Swiftの 用 例 は 「誤用法」の例 とな ります。

この よ うな体 裁 で用例 の引用 と共 に語法規 範が論 じられてい る24の 表現 に

関わる 『辞典』の副項 目 それ らは,い ずれ も相応 に興味深い のですが,こ

こでは,文 法思想史の上か ら大 きな関心が持たれて きたaverse.from/toに 関連す

る副項 目を中心 に,内 容 を一瞥 したい と思 います。

何 かを嫌悪する表現 をす る時 に用い られ るこの形容詞averseに つ いて,後 続

する対象 にいか なる前 置詞が用 い られ るべ きか これ は,18世 紀 全体 と19

世 紀初期 に及 んで,文 法家 たちの間で盛 んに論議 された問題 で した。先 に挙 げ

たLeonardは,JohnsonとLowth等 は 「渉o配 が用い られるべ き」 とし,そ の一方,

GeorgeCampbell・LindleyMurray・Swift等 の文 法家 ・作家 は 「toが用 い られ る

べ き」とした,と してい ます。そ して,Leonardは,Clarendonの 立 場 は曖昧 であっ

た,と 続けて います。 ここで,参 考 までにOEDを 一 瞥す る と,資 料23に 示 さ

せ て頂いた ように,そ う したLeonardの 指 摘 した内容 が,更 に詳細 に記 されて

います。

資 料23

0ED:"ExaminationofmanyinstancesshowsthatjeromhasbeenusedbyDonne,

Speed,R.Burton,Milton,Bp.Montagu,SirT.Browne,Evelyn,Hale,Dryden,Pope,

Johnson,Southey,Motley,Lowell,andJ.R.Green;tobyHeylin,Walton,Boyle,

Locke,South,Addison,Steele,DeFoe,D.North,Richardson,H.Walpole,Gibbon,

Burke,Buckle,Mill;whilstSirE.Sandys,Jer.Taylor,Barrow,Clarendon,Swift,

Hume,Macaulayhaveusedboth.Shakespearedoesnotusetheword."
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(cf.AccordingtoSterlingLeonard(1962:133and294),whileJohnsonandLowth

claimedthatプ ナomwasappropriate,othergrammariansandmenofletters,suchas

GeorgeCampbell,PhillipWithers,MurrayandSwift,hadtheopinionthattoshouldbe

used;LeonardfurthercommentedthatClarendon'sviewofthecombinationwasrather

vague.)

さて,Jonsonで す。 彼 は,aversefromの 正 当性 を論 じる 目的 か ら,『 辞典 』

のaverseの 項 目に,ふ たつの副項 目を設 けま した。資料24で す。

資 料24

Johnson(Dictionaりy):AVERSE.α の.3and4.

3.Ithasmostproperlyプ}ombeforetheobjectofaversion.

Lawspolitickareneverframedastheyshouldbe,unlesspresumingthewillofmanto

beinwardlyobstinate,rebellious,andaverseプ)omallobedienceuntothesacredlawsof

hisnature.H∂oker,b.i.

Theybelievedallwhoobjectedagainsttheirundertakingtobeaverse/70mpeace.

Clarendon,Z>.viii.

Thesecaresalonehervirginbreastemploy,

Averseノ}・omVenusandthenuptialjoy.Pope.

4.Veryfrequently,butimproperly,to.

Hehad,fromthebeginningofthewar,beenveryaversetoanyadviceoftheprivy

council.Clarendon,b.viii.

DiodorustellsusofoneCharondos,whowasaversetoallinnovation,especially

whenitwastoproceedfromparticularpersons.3w哲oη 魏8D'∬ensionsinAthensand

Rome.

ひ と つ はaversefromと い う 「正 用 法 」 を 示 す た め,あ と ひ と つ はaversetoと い
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う 「誤用法」 を示す ためです。注 目され るべ きは,Johnsonが,こ れ らの副項

目を,い つ にaverseの 「正用法」 と 「誤用 法」 を示すため にのみ設 けている事

実であ り,こ こに当該 の見 出 し語 の意 味 ・概念 につ いては,何 ら見 られ ません。

そ して,更 に興 味深 い ことに,そ れぞれの引用 は,先 に触 れたLeonardの 見 解

を立証す るかの ように思 える と共 に,語 学者 としてのJohnsonが 文 学者 として

のJohnsonの 才 を…援用 して なされてい るよ うに思 え ます。 すなわ ち,Swiftの 文

章が 「誤用法」aversetoの 例 証 とされ,Clarendonの 文 章が,そ の 「誤用法」 と,

「正用法」aversefromの 両 方の例 証 とされてい ます。

ちなみ に,今 一 度OEDを 参 照 す る と,資 料25の よ うに,Johnsonがaverse

ガo〃1を 選択 した理 由はaverseの 語 源 に よる もので あ り,そ れ に拘泥 しなけれ

ば,aversetoが 正 当化 される旨が記 されてい ます。

資 料25

0、硯)(averseα.andsb.A.4.b.):``Theuseoftheprep.toratherthan .fromafteraverse

anditsderivatives[_].""[_]althoughcondemnedby .Johnsonasetymologically

improper,isjustifiedbytheconsiderationthatthesewordsexpressamentalrelation

analogoustothatindicatedbyhostile,contraりy,repugnant,hostilitly,opPosition,dislike,

andnaturallytakethesameconstitution."

Johnsonのaverse .fromへ の 「こだわ り」 は,他 の表現 に関す る語 法規範 に も

影響 を及ぼ してい ます。その一例は,disgustに 後 続す る語 に用 い られるべ き前

置詞 につ いて。 この語 に関係す る項 目の副 項 目ふ たつで,彼 は,資 料26の よ

うに,そ れぞ れAtterburyとWattそ してSwiftか らの用 例 を施 して,disgustat/

withとdisgust .fromに つ いて論 じてい ます。

資 料26

Johnson(Dictionary):TbDISGUST.v.a.2and3.

2.Tostrikewithdislike;tooffend.Itisvariouslyconstructedwithatorwith.
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1famanweredis8ustedatmaniage,hewouldneverrecommendittohisfriend.

Atterbury.

Thoseunenlargedsoulsaredis8ustedwiththewonderswhichthemicroscopehas

discovered.waμ 苫ImprLoftheMind.

3.Toproduceaversion:withプho配.

Whatdis8ustsmefromhavingtodowithanswer-jobbersis,thattheyhaveno

conscience.5w{彦.

第3副 項 目の"Toproduceaversion:with .from"が 注 目されます。 この副項 目で,

先 にaverseの 副 項 目で 「誤用法」として挙 げ られた用例 の出典 のひ とつSwiftが,

今 度 は,「 正用法」 の用例 の出典 となっています。

以 上,「 動 詞 ・前置 詞」 と 「形容詞 ・前 置詞」 の結合 に関連 す る表現 の 内,

い くつかの副項 目を見て きました。

前 置詞の用 法 に関 して,Johnsonは,お おむね,aversefromに 象 徴 される よ

うに,語 源 に基づ いた18世 紀 の規範 的色彩 が強 い語 法観 に基 づ くこ とが覗 え

るのですが,こ こに,あ る意味,Johnsonの 前 置 詞に まつ わる処理方法 の真 骨

頂があ るのか も しれ ませ ん。そ して,そ の語法観に基づいて,用 例 を配 当 した。

また,彼 が提示 した 「誤用法」 の例。Johnsonの 用 例 と言 えば,往 々にして 「す

べか ら く範 とすべ き卓抜 した作品の秀逸 な表現の数 々」 とされ ますが,こ こで

は一部 だけ を見た ものの,そ うした 「誤用法」 の呈示 は,そ の ような見解 に,

大 きな疑問 を投 げか けるもの と思 われ ます。

5.む すび

以上,こ れ にて,本 日,予 定 させて頂いていた私の発表の中心 を終わ らせて

頂 くことにな ります。発表の趣 旨を確認 させて頂 きます と,同 じ頻用語 とはい

え,頻 用動 詞 と前置 詞のそ れぞれ にお きま して,Johnsonの 用 例 配当の在 り方

が,彼 の各 々に対す る語学観 によって著 し く異な ること,し か し,い ずれの場

合 も,そ れ らの用例 につ きま して,初 め に申 しま した,Johnsonが,語 学者 と
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して の 自身を中心 に据 えて,自 らの文学 的資質 を援用 して配 当され たもの,と

い うこと その可 能性 の指摘 にあ りま した。

最後 に,今 回は,ひ とつ の角度 か ら,頻 用動詞 の項 目と前置詞 に関係す る項

目 ・副項 目を扱 わせ て頂 きま したが,更 には,助 動詞 やQuirkがprimaryverbs

と呼 んだbe・do・haveの 場 合 は どうなのか。 更に,一 般 には,Johnsonが ほ と

ん ど扱 っていない と思われがちなが ら,実 は 『辞典』 に積極 的かつ肯定 的に豊

富に収録 されている動 詞副詞結合 の場合 は どうなのか。私 自身,こ れ らのい く

つかについて,若 干 の調査 を試 みた経緯が あるものの,今 後,『辞典』 において,

語 類別 に用例 に関す る研究 ・考 察が旺盛 になされるな らば,語 学者Johnsonと

文 学者Johnsonの 関 わ りの実像が大 き く浮 き彫 りにされて くるもの と存 じます。

『辞典 』が発刊 されて今 日に至 るまで254年 。 しか るに,私 見 では,『 辞典 』の

内実 に踏み込んだ詳細 な考察は,ま だ端緒 についたばか りに思え ます。

ご清聴,あ りが とうござい ました。
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